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研究成果の概要（和文）：自由化された電力産業における独立した送電設備計画は、二段階計画問題として捉え
ることができる。この問題を「均衡制約をもつ数理計画問題」として定式化し、解析的に解くことを試みた。2
つの地域（北部に再エネ、南部に火力が立地）と地域間を結ぶ基幹送電線がある簡単なケースを検討した結果、
環境政策が不完備だが市場は完全競争である場合において、送電設備計画機関が選択する送電線容量はファース
トベストに比べて小さくなる。ファーストベストの送電線容量から乖離が生じるのは、火力発電の外部不経済効
果が内部化されないことが原因として挙げられる。

研究成果の概要（英文）：We described a two-stage mathematical problem where transmission network 
development problems are independently solved by utilities. This constrained-mathematical problem 
was solved analytically in our study. In this model, two regions, where renewable energies in the 
northern region; and thermal plants are in the southern region, are connected with a transmission 
link. We found lack of environmental regulations would lead to insufficient investment in a 
perfectly competitive market, compared with the first-best case. This is due to a distortion 
originating from negative externalities from thermal plants.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
電力市場の入札データ分析のために、新たに最新の入札データ(約5,000件)を収集し、これに基づいて詳細なデ
ータ分析ができる基礎を築いた。たとえば、構造推定分析を行うことによって、電力小売市場への参入促進策と
して、企業数の増加と新規参入者への優遇措置(応札価格を割り引いて評価し、既存事業者より高い金額であっ
て落札者とする)を考えた。これらの優遇を行った効果をシミュレーションで分析し、市場セグメント(たとえ
ば、大口vs.小口)によって、効果が異なること、また、過剰な優遇措置は新規参入を促進する効果を持たず、ま
た、市場の効率性も悪化させうることを示すことができ、規制政策を検証することができる。








